CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全法（消安ま）で指定され 
る特定保守製品です 0 

法定点検を受けるために所有者登録を巧ってください。 

(製品に同姻した r 所有者票」に記入し投函願います。） 


〈保証書が〉保証書は裏表紙に E 日刷されています。 


正し<使って上まに節約 


エフエフ エイジー 


型式 FF-AG6812H 



このたびは、コ□ナ石油ス I フ'をお買 
いあげいただき、まことにありびとラご 
ざいました。 

正しくお使いいただくために、この取扱 
説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになる 
方びいつでち見られる所に大のに保管 
しでください。 


1. 特にま意しでいたださたいこと 
(安全のために必すお守0 ください） 

2. 使巧する場所 

3. 各部のち称 

4. 使巧前の準備 

5. 使巧方法(使い方） 

6. まを装置’ 

7. その他の装置- 

8. 曰常の点検•ま入れ 

9. 巧障•異常の見分け方と処置方法 

10. 定期点検‘ 

11. 部品交換のしかた 

12. 保管(長期間使用しない場合)’ 

13. 仕様- 

14. アフターサービス 

15. お付け•移設 

■ お客様ご相談窓日 . 30 

■ 保証書 . 裏表紙 


A 警告 

(§) 

KEROSENE ONLY 


使用燃料：灯油 


給が気筒を必す 


点検しでください 






扇 

















































































1• 特にま意しでいただきたいことほミのために化ずお守りくださし、) 


ガソリン厳禁 


ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶巧 
に使用しないでください。少量の混入 
でち义災の原因になります。 




スプレー 宙厳禁 

スプレー左や力 t ットこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
くださし、。 

熱で生の圧力び上がり、爆 
発しで危険です。 


0 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使田しない 
でください。 

巧類び乾燥すると、ストーブの 
熱気でゆれで、落下しで义びつ 
き、义災の原因になります。 



ド® 


給排気筒（管、ホース）外れを険 

0 


給排気筒借、ホース)び外れた 
まま使用しないでくださし、。 
外れでいると運転中に排ガス 
び室内に漏れで、危険です。 




給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけ 
のためのを網などは巧けなし、 

でくださし、。 

給排気の妨げになり、異帯燃 
焼を起こし排ガスび室内に漏 
れる可能性びありち険です。 


温風吹出口をふさびない 

ス I ''ーブの前に干し物を掛け 
たり、カーテンなどで背面の 
空気取入□びふさびれ 
ると、本体び過熱しで、 

操作部び変形したりや 
けどや故障-破損する 
など大変危険です。 




巧類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさびないでく 
ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、义 
おの原因になります。 


Isssa 夕〇 


0 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をを全に正 
しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や財産へ 
の損害を未然に防止するためじ、いろいろな絵表示をしで 
います。その表示と意味は巧のよラになつでいます。内容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 


本で中のマークは、次の意味を表します。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能 
性または义巧の可能性び想定されるの 
客を示しでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性や牧) 
の損害の発ちび想定される内容を示し 
でいます。 


A 座 

この マー クは、ほ意」して 
いただく内容です。 

Q ®® 

⑩® 

このマークは、してはいけ 
ない r 禁止」を表しています。 

1〇运 

この マー クは、必ず実行し 
ていただく「指示」を表して 
いまず。 


么警告 (WARNING) 



ふくは一，やガ。 
でできいおがす 
雪いと囲でにで 
びなる雪の中険 
りしい r る転危 
周用で。るな運' 
の使れいよにとで 
プでびさにげるれ 
ッまさだどの。い漏 
卜まふくなのいでじ 
筒た。で板気さし内 
気れいし' 排だく室 
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特に注意しでいたださたいこと(まをのために必ずお守りください) 


油漏れ確認 

ミ由タンク-ゴム製送';由管•接 
合部-給ミ由コックおよびス 
I ブなどからのな';由漏れ 
びないことを確認の上ご使用 
ください。 

な';由び漏れでいると义おのお 
それびあります。 



ごム製 
送ミ由管 


締巧 

パンド 


温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらな 
いでください。 

低温やけどや脱水症状にな^ 

るおそれびあります。 

♦特にお子様やおを寄り、体の不自由なちび使われ 
るときは、周囲の人が'十分';主意しでください。 



分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用し 
ないでください。 

不完全な修理は、危険です。 

改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ス I ''ーフ'や給排気筒には巧暖房用の 
熱交換器などを取り付けないでください。 

义がや排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 



力ーテン、寝具など可燃物近接禁止 


カーテン-巧団や毛巧など 
燃えやすし、ちののそばなど 
で使用しないでください。 

义がび発生するおそれびあ 
ります。 



可燃物との距離を離す 

可燃物との離隔お離についでは標準据 
付け例 （27 ページ）を参照しでください。 


〇 


給油時消乂 

义がのおそれびあり 
ますので、給油は、 
必す消义し、义の気 
のないところで巧つ 
でください。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高 
温部（ス I -ーブ前面や枠 
上部前面など）、給排気 
筒トップに手などふれな 
いでください。やけどの 
おそれびあります。 


〇"； 




>小さいお子様のいるご家庭では、特にを意しで 
ください。 


B 要をかけたり物をのせない 

ス I ブの上にのったり、腰をかけたり 
しないでください。ス I ''ーフ'の故障やや 
けどのおそれが'あります。 

ス I ブの上に巧びんや水を入れたちの 
などを置かないでください。水びかかる 
と漏電や故障のおそれが'あります。 


0 



么警告 ( WARNING ) 

1 

定期点検の実施 

定期のに年に1回程度)に点 
検•整備を受けでください。 
点検を受けすに長期間使用 
し続けると、故障や事故の原 
因になり危険です。点検•整 
備はお買い巧めの販売店や C 
資格者のいる店に依頼しで 
ください。 

し 


〇 

錫 


ご自身での据付け- ベ、 

移設工事の厳禁 

む客さまご自身によるて 
事は危険です。 ^ 一夕 A 

据付け工事は販売店や専、、,3 
門業者にごの頼ください。 .1 も 

(ストーブを移設させる 
場さち同じです。） 

J 


A 注意 ( CAUTION ) 
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初めてお使いになるときの注意 

初)めでお使いになるとぎは、耐熱塗料 
などび焼きなくまで煙と臭いび化ます。 
しばらくの間、窓をあけで部屋の換気 
を巧って < ださい。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場 
合び考えられますので、この間は、部 
匡に入れないでください。 



電源プラグは確実に差し込む 

電源プラヴはコン它ントに根元まで 
確実に差し込んでくださし、。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコン 
它ントは使用しないでください。 

乂災の原因になります。 

めれた手での巧さ差しはしないで 
ください。 

感電の原因になります。 



ほこりの除去 

フイルタは、週1回]^上必ず 
掃除しでください。 

ごみ-ほこりなどでフイルタ 
びつまると、送風力び弱くなり、 
排気温度上昇やス I -ーブの表面 
温度び'上昇する原因になります。 



電源プラグのお手入れをする 


ときどきは電源プラグを巧き、ほこり 
および金属物を除去しでください。 
ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良 
になり义災の原因になります。 


〇 


不良な油使用禁止 

変質なミ由（持ち越した灯ミ由など）、 
不純なミ由（な巧外の;あ-水-ごみが 
混入したなミ由など）などの不良なミ由を 
使用しないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 


0 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加之たり、 
傷つけたり束ねたり、物をのせたり 
如エしないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コー< 
ドを持って引き抜かないでください。 
义災や感電の原因になります。 



長期間使用しないときは た 
電源プラグを巧く ^ 

長期間使用しないときまたは保管するときは、 

必す電源プラグをコン t ントから抜いでください。 
乂災や予想しない事故の原因になります。 


〇 


口油の保管 

なミ由は、义気、雨水、ごみ、高温および 
直射曰化を避けた場所に保管しで < ださい。 
ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や乂おのおそれびあります。 


フィルタをがしての運転禁止^ 

巧流巧送風機のフィルタを外した状態で 
運転すると、カーテンなどを巻きこんで义災に 
なるおそれびあります。 

また手などふれるとけびをするおそれびあります。 


電源の接続 


0 


電源は適正配線された単相100 V のコ 
ンじントが外は使用しないでください。 

発熱-発义の原因になります。 

電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発义の原因になります。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、 

なミあや巧燃物など引乂の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

义災のおそれびあります。 



特殊用途には使用しない 

食品-精密機器-美術品の保をや、動植 
物の飼育-裁培などには使巧しないでく 
ださい。 


0 


外出する時は消乂 

外出のとぎは、必す運輯を停止し消火 
しでください。 


〇 



•特に注意しでいたださたいこと(安をのために必ずお守りください) 


A 注意 ( CAUTION ) 



な 

れ 

入 

を 

物 

異 

や 

指 


指。ま 
U 、ィの 

□さあ 
入だび 
取くれ 
気でそ 
空いお 
やなの 
□れ災 
出入乂 
吹をや 
風物び 
温異け 

























1. 特に注意しでいたださたいこと(まをのために必ずお守りください) 


お願い ( NCmCE ) 

機器を廃棄するとさの注意 

ス1-ーブを廃棄処分するときは、定巧面器のな 
ミ由を巧ぎ取って < ださし、。 

なミ由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

必ずお買い求めの販売店または、おおくのコロ 
ナサービス亡ンターに依頼しでください。 

な油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、な;由をお買いホめになった 
販売店にご相談 < ださい。 

> 


2•使用する場所 


ストーブを安をに使用するためには、場所の選定び大切です。 


ま全に使用するために 



♦マントルピースなどに据なける場合は、標準据巧け例にし 
たびつでください。に7〜28ページ参照） 

参標高び1500上の場所では使巧しないでください。高地 
で使巧される場合は調整び必要です。（空気の濃度び薄いた 
め、燃焼に必要な空気び不足します。詳しくは工事説明書 

( 高地または延長給排気で使巧の場合') をご覧ください。） 

参ク U —ニング店、美客院など化尊薬品を使用する場所では 
使巧しないでください。化尊薬品などの影響により、異常 
燃焼や故障の原因になります。 

♦乾燥室、温室、飼育室など、動植物の胃成裁おに使巧しない 
でください。 

参水平でない場所、不を定な場所では使用しないでください。 

♦不ま定な物をのせた棚などの下には使用しないでください。 

♦可燃性ガスの発ちする揚所またはたまる場所には使用しな 
いでください。 

参階段、避難□などの巧おで、避難に支障となる場所には使用 
しないでください。 


効果的に使用ずるために 


おの下や壁面に設置 

•外気に接する窓の下や 
壁面に置くと、ち気び 
ス I ブで暖められで 
巧流しますので効果的 
です。 



( ごを意）ストーブの前面に障害物を置かな 
いで < ださい。 

参障害物びあると、部屋の温度にむらびで 
きるばかりでなく、本体の温度び上昇し 
で后険です。 

•ス トーブの前面の空間を広くとれる場所を 
遇んでください。 



>熱に弱いカーペットや巧の上で長時間使巧すると、変色したり、そりおることびあります。 
熱に強いマットなどを敦いでください。 
























































3 •さ部のさ称 


外觀図 


正 面 


前面ガード 


平面ガラス 


前パネル 


置台 


操作部 




構造 



















































































3 •各部のさ称 


操作部-表示部の名称と働ぎ 


■運輯停止中は節電のため、表示はすべで消なします。 

•現を時刻を確認したい時は、操作ボタンのいすれかを巧しでください。1分間、現在時刻を表示します。 
♦タイマー運輯中は節電のため、表示びすべでおくなります。 

参運転停止中ち現を時刻を表示させることびできます。 

14ページのり！転停止中ち時計を表示させたいとき）の項を参照しでください。 


■ 「音声お知らせ J の内容と消音方法 

♦通常の運転操作（「点乂」•「消乂」 ‘ r タイマー它ツト J ) を巧ラとき、音声（"点义します"•"ミ肖义します" 

它ットしました"）で操巧状態をお知らせします。 

参 eco 運起ボタンを巧しなびら温度設定ボタン （+) を巧すことにより、「音声お知らせ_!を消音することび出来ます。 


■辣随 ■ 





自動/ま動表示 

色 CO 表示 

-白動運輯中：「白動」表示 
•ま動運輯中：「手動」表示 

• eco (エ])運転 
中に点なします。 


★イラストは説 B 月のためを部表示した状態にしでありまず。 


運起中表示 

設定温度表示 

室内温度表示 

•運輯中に点灯 
します。 

•す熱中は点減 
しまず。 

ノ 

-自動および eco (エコ） 
運輯時[こ設定した設定 
温度を表示します。 

•運輯中に室内温度を表示 
します。 

-トラブル凳を時に自己診 
断モニタを表示します。 



自動手動 eco 運転中設定温度室巧温度 
，タイマ-現在時刻 ^1 — I 

午前,ご•口口 I — ^ I— ||—1 

午後い- : UU •しし。 C しし 


•m 

••微か 


お願い 


タイ7—’現を時刻表示 

時刻表示 

時計動巧□□ン 

ドツト表示 

燃焼表示 

. タイ7—運転時にはタイ 
マーび点なし、それ段外 
は現倒寺刻び点なします。 

-タイ7—および現な時刻 
を含ねせるときはそれぞ 
れび点;励します。 

-通常は現な時刻を 
表のします。 

. タイ7—運転時は 
タイマー它ツト時 
刻を表示します。 
(タイ7— 運転時 
は節電のため、夕 
イマー t ツト時刻 
表示の明るさ（輝 
鼠び落ちます。） 

•現な時刻を表示し 
でいるとさは点滅 
しでいます。 

. タイマーじット時 
刻を表示しでいる 
ときは消なしまず。 

-手動運記で火力 
を祝り換是る隙 
に目安としで点 
なします。 

乂力晒り換え媛 
は消灯しまず。 

-手動運輯時に 
現な設定しで 
いる乂力を 
グラフ表示し 
ます。 






微か表示 


• 微か運転中に 
点なします。 


参はじめでお使いになる前に 

輸送時の傷を防止するために、表示部 • 操た部には保護フイルムび貼つであります。ご使苗時に取り除いてください。 
コーナー部分にじ□八ンテーブを貼りはけで、一繳こはびすとより簡単に取り除けます。（保護フイルムは、ストーブ 
の設置工事の際にははびしである場合びあります。） 


■表示部の明るさ調節 

♦温度設定ボタン （+) を巧しなびら （一) を巧すことにより、表示部の巧るさを調節することびできます。 


















































































































4 •使巧前の準備 



燃料は必ずな';由 ( J に1岩なミ由)を使用しでください。 

[ A 警告 ガソリンなどの揮発性の高い';由は、絶规こ使用しないでください。义災の原因になります。 

を意不良なミ由(変質なミ由、不純なミ由）は、絶対に使用しないで<ださい。点义•消义しに<<なったり、 
燃焼び悪くなっですすび化たり、製品の寿命を縮めます。 

A を意な';由は必す义気 • 雨か • ごみ•昌温および直射曰化をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。誤って使巧すると異常燃巧や乂災のおそれが 
あります。 



なミ由とガソリンの見分けかた Bf 不良な油煙質り油•不純な油）とは" 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(义の気のない所で巧つでください。） 


巧油は 
めれたまま 


ガソリンは 
すぐ乾く 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
な油 


長期間曰光に 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管した‘灯油 


容器のふたか下請 
けであつた0、 
乳白色のボ IJ 
容器で保管した 
灯油 


が-ごみやな 
油がの;'由び 
ほんのわずか 
でち混入した 
巧油 



►極廈に蜜質したち 
のは、黄色味びかっ 
たり、すっぱい(こお 
いがします。 

必すな油用のポリ 
タンクをお使いく 
ださし、。 

•口油はシーズン中 
に使いきりましよ 
ラ。 


■変質な油や不純な油などの不良'灯油を使用すると、ストーブの故障の原因になります。 

•ミ由の程度にもよりますび、燃焼不良をおこしたり、ストーブの損傷を早め、故障の原因じなります。 

参水やごみび送ミ由経路に流れこみ、ミ由漏れや燃焼不良-着义不良の原因になります。 

■変質灯油や不純'灯油などの不良灯油を使用したときは… 

参お買い求めの販売店または、おおくのお客様す目談窓□じご連絡ください。 

\_ J 


G ご注意）•変質:0ミ由、不純:0ミ由などの不良:0ミ由び原因で修理を依頼されたとさは、保証期間中でち 
保証の対象がとなります。 

♦変質なミ由の処理でお困りの場合は、な油をお買い求めの販売店にご相談ください。 



■給油の際のま順と注意 



給;'由ポンプ 

給ミ由□ふた 
ストレ-ナ(内部) 

油量計 


送ミ由バルブ 
かグージ 
水巧きパルブ 

ゴム製送油管 


拉注意 I 义巧のおそれびありますので、給ミ由は、必す消义し、义の気のない 
ところで巧つでください。 

参送油ノりしブを閱じで給ミ由□ふたを外し市販の給ミ由ポンプで給ミ由しでください。 
ミ由量計の針び r 満 J をさしたら給ミ由をやめでください。 

給ミ由をは、給ミ由□じあるストレーナを取り化しで、がやごみびたまつでい 
たら掃除しで < ださい。 

♦ストレーナを取り付けで、給ミ由□ふたを必すちとどおり締めでください。 

参給ミ由の際は、水-ごみなどを入れないよラに;主意しでください。 

水-ごみなどは燃料不良や、ス I -ーフ'の寿扁ほ下などの原因になります。 

参給;由□ふたは、確実に締めでください。 


参こぼれた灯ミ由はよ < おぎ取って < ださい。 




















































4 •使用前の準備 


■燃料切れの注意と空気巧ぎの方法 

ミをタンクを空にしないよラにミ主意しでください。 

ミ由タンクを一旦空にしますと、送;'由経路内に空気びたまり、正常に送;由びできなくなるこ 
とびあります。このよラな場合は巧の順唐で空気巧きをしでください。 

1. 送ミ由バルブを閉め油タンクに給油します。 

2. ストーブの〕''ム管□から、ゴム製送ミ由管を外します。 

3. 送ミ由バルブを開けコ''ム製送ミ由管からなミ由び連続しで流れ出る 
ことを確かめでからゴム製送ミ由管をちとどおりにストーブに取 
りなけます。（灯'油びこぼれないように客器を用意しでくださし、。) 


運稳開始前の準備とお認 



■前面ガード取巧けのお認 

♦初!めで使用するときは、同捆の前面ガードび必す取り巧けられでいる事を確認してください。 


参ストーブ'前面は高温となり、やけどのおそれ力、'あります。必す取り付けでください。 
•取り付けられでいない場合は （29 ページ）前面ガードの取巧ち法を参照しで必ず取り付け 
でください。 


■安を装置のじット、取扱い上の注意 


定油面器のじット 

初めで使巧するときやシーズン初めには、ストーブち側面の丸巧の中に指を入れ、定ミ由面器リ 
じツトボタン（ホ色）を軽く押し下げでください。 


■送油経路の油漏れの確認 

|么を意|ミ由タンク-ゴム製送;'由管-接合部-給';由コックおよびストーブなどから巧油漏れび 
ないことを確認の上ご使用ください。なミ由が'漏れでいると乂災のおそれが'あります。 

参油漏れのあるときは使用を中止し、ミをタンクの送ミをバルブを閱じでからお買い求めの販売店 
または、おおくのコ□ナサービス它ンターにご相談ください。 

■電気配線の確認 

I A ま意 I 電源プラヴはコン它ントに根元まで確実に差し込んでください。 

参電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

fe ' 注意) 電源プラヴ-コードの発熱-発乂を防ぐために… 

•電源は必す適正配線された単相1 00 V のコン亡ントを使用しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用'他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 



参リ亡ットボタンは据付け時やシーズン初めに操作します。 
定油面器に強い衝撃をちえたり異常びあったとき外は、 
特に操作する必要はありません。巧一点乂操作後な;由び 
化すにモニタサイン臣互または圧司び表示されるような 
場合はリ它ットボタンを押しでください。 

(安を巧びがれ、な巧びスムーズに流れます。） 

♦ U 它ットボタンは乱暴に扱ったり、5秒が上押したままの 
状態や何回ち押し下げないでください。定ミ由面器からなミ由 
びあふれたりすることびあります。 

•カラーは絶巧に外さないでください。 

































5 .使巧方法（使い方) 


運弦開始 (点义） • 運短停止 (消义) 


♦操作部の自動/手動ボタンで、「自動」と「手動」による固定义力運輯の設定が'できます。 
ご希望の運転ちまでご使巧ください。 


点乂順序 



運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

参"点火します"の音声と同時に「運転中」表示び点滅します。 

♦予熱び完3すると自動点乂し、その後「運輯中」表示び点灯に変わり 
温風び出ます。 


♦着乂時、放電音と同時に着火音を発することびありますび、異常ではありません。 

参点义操作から放電（着义）まで、室温により予熱時間び多か変化しますび、約2分かかります。 
♦着乂後しばらくしでから温風び出始めます。 


消乂順序 



運転スイッチを押しで「切」にしでください。 

参"消乂します"の音声と同時に「運転か」表示び消巧します。 

参消乂後は本体内部か';ち却するまで送風を継続し、約1日分後に燃焼用送風 
機-巧流用送風機び停止します。送風び止まるまで電源プラグを抜かな 
いでください。 


2曰な上家をあけるなど長期間使巧しなレ場含は、運転が'完をに停止しでから 

電源プラヴをコンじントから巧いでください。 

参外化のときは、必す運転を停止(消乂）しでください。 

参運転かは電源プラグを抜いでの消乂はしないでください。ストーブび過熱しで故障の原因 
になります。 

参運転停止後、燃焼室び冷却（表示び消灯）するまでは電源プラグを巧かないでください。 
ス I ブび過熱しで故障の原因になります。 


室温の調節 


■自動運転の場合 

操た部の乂力調節の白動/ま動ボタンを押しで「自動」表示にすると、ルームサーモによる 
自動運輯となり、室温を10で〜30でまで設定できます。表示部に設定室温び表示されるので 
巧のよラに調節しでください。 



自動 



自動/ま動ボタンを巧して「自動」表示にします。 

♦表示部に設定温度と室内温度び表示されます。 

♦ルームサーモによる自動運転となり、設定温度に自動調節されます。 
(ルームサーモは、できるだけ部屋の温度をげ表できる位置に取り付け 
でください。） 

















5 .使用ち法（使い方) 



广室温の調節 ） を巧ってください。 

参温度設定ボタン「+」を押すと1で上びります。（上限30で) 
•温度設定ボタン「 一 」を押すと1で下びります。（下限1〇で ) 


C じ'>王思ソ 

参室温調節は、ス I -ーフ''の位置や部屋の大きさなどで、必すしち表示部の室内温度と室温と 
は一致しない場合びあります。このよラな場合は、ルームサーモを工事説明書の「■ルーム 
サーモの取り付け方」を参照しで適切な位置に付け換えでください。 

参一度設定温度をミ关めると、その設定を記憶しでいますので、変更しない限り、消乂後再運転 
する場合ち同一の設定温度になります。 （30 秒未満の停電や電源プラグを抜いた後でち設 
定温度を記憶しでいます） 


♦自動運転時に、微か乂力でち室温が'設定温度より上昇する場合、設定温度より3で上昇すると 
自動のに消乂する eco (エコ）運輯をおすすめします。 （11 ページ eco (エコ）運転の頂参 
照しでください。）室温び、設定温度より3で上昇すると消乂し、お部屋のムダな暖めすぎを 
おさそます。 


■ 「手動運転」の場合 

手動運転時には固定乂力運転による乂力調節び巧能です。乂力は6段階に調節され、表示部に 
ブラフ表示されます。乂力設定ボタンでなのよラに希望の乂力に調節しでください。 



表示切換 


手動 



自動/ま動ボタンを押しで「ま動 J 表示にします。 

♦表示部に室内温度、乂力びブラフ表示されます。 



C 乂力の調節 ) を巧つでください。 

参乂力設定ボタン「+」を押すと1乂力上びります。 
(上限 6) 

♦乂力設定ボタン「一」を押すと1乂力下びります。 
(下限1 ) 


■炎のが態 

ストーフ'の据付けや給排気筒の設置条件で、炎は多少変化します。 


•炎の状態は、青い炎の中に、瞬間のな黄色いおび 
混じつでち異常ではありません。 

青い炎のかに黄色い炎び涯じる 

♦細かい（議状の）水滴やホコリを吸気した場合は 
全体のに淡いオレンジ色になることびありますび 
異常ではありません。 

を体的にオレンジの炎（元は青色の炎) 

mm 




























5 .使用方法（使い方) 


eco (エコ）運乾 


^eco (エコ）運転は、自動運転時に eco 運転ボタンを巧すとご希望の設定温度にのり換わり、^ 

じーブ消乂と eco じーブ運転でムダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な温度を保ちます。 

ま/■こ、自動運転時は最大义力を7日〜90%、手動運転時は最大义力を8日〜90%におさえでお部屋を温めすぎないように運転します。 


自重!]運転隐[設定温度 2 0での場合] 

参 eco (エコ）運転 



♦ eco 它ーブ運転 



♦它ーブ消义 



eco 運転ボタンを巧すと設を 最大义力を70〜90%におさえ ムダな暖めすぎをおさえ、快適な 

温度び20でにのり換わりますで室のを暖房します。 室温をなちます。 

※設定温度の初期設をは20でです。設定温度は、温度設をボタンで1日〜30でに変更できます。 
•室温び20で未満で30分む上運藍した場合は、最大义力を90%におさえで運転します。 


室温が設定温度より約 
3で上昇すると;'肖义し、 
設定温度まで下びると 
再点义します。 


♦室温び20でな上の場台、最大义力を80%におさえで運転します。 


♦室温び24で!^上で30分な上運転した場合、（設定温度を22で]^上に設定）最大义力を70%におさえで運転 


します。 


ま動運転時 

•室温び 20’ CU (上の場合、最大义力を90%におさえで運転します。 

•室温び24でな上で30分な上運転した場台、最大义力を80%におさえで運転します。义力表示は最大のままです 


■eco (エコ）運転方ま 



eco 運起ボタンを巧しでください。 

参 「 eco 」 表示び点口し 、 eco (エコ）運転に入ります。 

参手動運転の場合は最大乂力時に eco (エコ）運転びはたらきます。 


■eco (エコ）運転の辭除 


き 



再度、 eco 運転ボタンを巧しでください。 

♦ eco ランプび消口し 、 eco (エ] ) 運輯を辭除します。 

• eco 江〕）運転を解除すると eco (エコ）運転前の設定にちどります。 
•eco (エコ）運輯は一度設定すると記憶されますので消义しでち辭除さ' 
れません。 ^ 

•電源プラヴを巧いたり、停電びあった場合は自動的に辭除されます。 





























































5 .使用方法（使い方) 


クイック微少運短 


♦運転中に微かボタンを入れると、ワンタッチで最小乂力になり、部屋の暖めすぎを防止します。 
微少ボタンを再度押すと、ワンタッチでいつち使用しでいる設定に復帰します。 


■クイック微か運転ちま 


i 


表示切換自動/手動 


微少 




微少ボタンを巧しでください。 

♦微か表示び点口し、乂力び最小乂力に設定されクイック微か運 
起に入ります。 


■クイツク微少運転の解除ち法 

再度、微かボタンを巧しでください。 



表示切換自動/手動 



参微か表示び消なし、クイック微少運輯を解除します。 

参クイック微か運転を瞄除するとクイック微か運転前の設定にち 
どります。 


現在時刻の調節方法 



現在時刻 


参初めで使用するときや、電源プラグを抜いたときは、時刻表示 
部に一：— . び表示されます。 

参表示切換ボタンを押しで「現在時刻」表示にします。 

現在の設定時刻または一：一一 . び表示され「現在時刻」表示 
が'ち滅しキす 

参時刻設定ボタン（時）（分）を押しで現在時刻を合わせます。 

1回押すと（時）は1時間、（分）は1分進みます。 

押し続けによるボタンの受け付けち巧います。 


時刻設定は「現在時刻」び'点滅か設定でさます。点滅び'終 
3した場ちは、再度表示切換ボタンを押しで設定しで 
ください。 


♦時刻含わせを巧い表示切換ボタンを押したとき、または5秒間 
操作びなく「現在時刻」表示び消なしたときに時計動作を開始 
します。 


例：午前6時15分に台わせる場合 

•「時」ボタンを押しで"午前6 : 00" にします。 


(時） _( 巧） ■ 


(時） （が 

C ! 

温度/時刻/义力 



午前< 

現在時刻 

目••孤. 

15" にします。 

午前- 

現巧時刻 

6： /5. 


参約30秒内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はあ 
りません。それ]^上の停電で、 一 : —. び表示されたら時刻合わせを巧つでください。 





































5 .使用方法（使い方) 


タイ7—の使用方法 


■タイ 7— 時刻のさわせち 



■タイマー運起ちま 


現在時刻とタイマー時刻力< 設定されでいないと、タイマー運転は 
できません。 

参表示切換ボタンを押しで「タイマ ー J にします。 

現巧のタイマー時刻または一：— . び表示され「タイマー」 
び点滅します。 

参「時」 • 「分 j ボタンを押しでタイマーじット時刻を合わせます， 
1回巧すと「時」は1時間、「分」は5分進みます。 

/タイマー時刻設定は「タイマー」が'点滅中設定でさます。点滅 
び終3した場合は、再度表示切換ボタンを押しで設定しでく 
\ださい。 


>表示切換ボタンを押しで < ださい。 


例：午前6時30分に合わせる場合 

•「時」ボタンを押しで"午前6 : 00" にします。 


P 

(時） （分 ） M 

1 

「分」 

若 ^ 

ボタンを押しで 

P 

(時） （分 ） H 

温度/時刻/义力 




タイ 7— 

午刖 b ••し•し'. 


タイマー 

午前 6:3な 



参運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

(運転かの場合は運転スイッチを巧す必要はありません。） 
•運輯するときのご希望の温度設定または、乂力設定に台わせで 
ください。 

参タイマーボタンを押しでください。 

• "タイマーじットしました"の音声と同時にタイマー表示と 
タイマー它ット時刻び表示され、タイマー運輯に入ります。 
(このとき本体内部冷却のためな流用送風機び10分間運転 
します。） 

参合わせた時刻になると、運転を開始します。 


♦が出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーじットは、絶対にしないでください。 
♦タイマー運転は、運転スイッチび「入」になっていないと運転び開始されません。 

参タイマー運転中は節電のためタイマーじット時刻表示の明るさ（輝度）び落ちます。 

参タイマーじット時刻になるまでは、時刻表示にタイマー忆ット時刻び表示され続けます。 

参タイ7—運転設定後に停電 (30 秋な上)びあった場合や、巧震自動消义装置び作動した時は、点乂しません。 


■タイマー運輯の觸除 

♦再度、タイマーボタンを押しでください。 

参タイマー表示び消なし、現在の設定時刻び表示され（「運転中」 
点滅）、タイマー運輯び解除され、自動的に運臨を開始します。 
参運転を停止する場合は、運転スイッチを「の J にしでください。 
































5 .使用方法（使い方) 



現在時刻の確認 

参表示切換ボタンを押しで「現在時刻」に台わせます。 


午後 



時計表示に現在時刻び 
表示されます。 


タイマー它ツト時刻の確認 

参表示切換ボタンを押しで「タイマー」に含わせます。 



ま示切 ! 'X 


微か 


時計表示にタイマーじツト時刻力^' 
表示されます。 


運乾停止かを時計を表示させたいとさ 


運転停止中は節電のため、表示はすべで消なしますび、下記のちまにより現在時刻を表示さ 
せることびできます。 

♦表示切換ボタンを巧しなびら、時刻設定ボタン（分）を巧します。1分上経っでち時計表示び 
消义了し C 广し、"^ を確ミ忍しァ/十'^すい 

♦もとに戻したい場合は、同じよラに表示の換ボタンを巧しなびら時刻設定ボタン（分）を押しで 
ください。 

♦30 秒上の長い停電びあった場合は、再度操作を巧ってください。 


自己診新モニタについで 


ストーブじトラブルび発ちするとトラブルの状態び表示部に記号表示（自己診断モニタ） 
されます。 

「故障■異常の見分けちと処置ちま」 （21 〜22ページ）をご覧になり、記号表示に合った 
必要な処置をしでください。 

〈自己診断モニタ〉 


表示 

原 因 

户，' 

途中消乂 

FP 

不着 乂 

!ニニ! 

巧震作動 

E'-l 

過熱防止装置作動 

广广 

排気管抜け検知た動 

巨ら 

ルームサーモ 断線 

1- 1.!二1二! 

r=|=i 

1 で 巧 

ら弓 

疑似 乂炎 

EI -1 

燃焼用送風機異常検出 

r r 

ルームサーモ短絡 

c d 

巧流用送風機異常検出 

rr 

空気サー=スタ温度異常 

らし,' 

表示サー=スタ温度異常 

FO 

畐板温度異常 


解除方法 


表示 

原 因 

稱除ちま 

，口/ 

ポット予熱不足 

② 

n ~1 

ポット温度お下 

戶;' 

ポット異常過熱 

P 5 

畐お故障 

'し/と 

颗全戀献 gi 検知部異常 

⑤ 

[点滅 

不完全燃焼防止装置た動 

卜 I'n 点滅 

連続棉全隱 ii 知機能作動 

WV 点灯 

再点义防止機能た動 

④ 


① 




■辭除ちま 

① 運転スイッチを一旦「刷にし、再び「入"こしでください。 

② お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービ 
ス忆ンターに修理を巧頼しでください。 

⑤直ちに部屋の換気を十分にしで、運転スイッチを一旦 
「切」にし、再饥入 J じしでください。 

④稱除できません。 

直ちに部屋の換気を十分にしでお買い求めの販売店 
または、おをくのコ□ナサービス亡ンターに修理を 
巧頼しでください。 


♦お買い/でめ湖麻5または、施くの]□ナサ-ビス t ン》 -13 紅でいただく腳ま、赫しでいる自谎 ifi に》もあ知らせください。 














































5 .使用方法（使い方) 


使用上の注意 


本書の「特にま意しでいただきたいこと、安全のために必すお守りください」の他に、巧の項 
目についでちを意しでください。 


应警告 1 •給が気筒トップ閉そく危険 

給が気筒トップの周りび雪でふさびれたままで使用しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い J は給が気の妨げになるのでおやめください。 
閉そくしでいると運転かにがガスび室内に漏れで、危険です。 



参ス I -ーブの前パネル-前面ガードなどは高温です。やけどに注意しでください。 

特にお寺さまをス I ''■ーブに近つ'けないでください。 

参前面ガードを列したまま使用しないでください。 

誤って放熱器や平面ガラスなどの高温部にふれますとやけどをします。 

参雷び発ちしたとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧びかかっでち、過電圧防止装置び機器をな護するし 
くみになっでいますび、大きな雷（直擊雷など）の場合は、電寺部品を損傷する恐れびありますので、電源 
プラグをコン t ントからあいでください。 

♦給排気筒トップやが気管は高温です。やけどに注意しでください。 

♦平面ガラスにはかをかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。ガラスび割れ危険です。 

♦ス I ブ前面なおは、ふく射熱び強いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 

変色やをおしたりすることびあります。 

♦シーズンオフのよラに長期間使巧しないときは、コン t ントから電源プラグを巧いでください。 
























6 •まを装置 


このス I ブには巧のよラなちを装置びついでいます。 

すべでのちを装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 


巧震自動消乂装置 
( IT 引表示） 


点乂安全装置 
燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

に iJ 表示•丘と]表示^ 

(途中消义）（不着义）ノ 


停電安全装置 

/臣 I ]表示•臣豆]表示\ 

(30 秒]^上）/^5秒]^上、 

\ ぃ〇秒末満バ 


過熱防止装置 
( 甘ーモス《タット、 
過熱防止サ-モスタット j 

(巧の表示） 


不完を燃焼防止装置 
•ガス t ンサー 
师 I 点滅表示） 


連続不完全燃焼通知機能 
(口^点滅表示） 


再点乂防止機能 
(口^点な表示） 


原因-作動結果 


♦強い地震（震度約51^上）や衝 
撃を受けたとぎ 

〇 


’白己診断モニタ臣 5 ' I 表示 
‘ス I -ーブの運輯を厚止 


♦点火 S スをしたとぎ 
♦途中消乂をしたとぎ 
♦炎が'異常に小さいとさ 

〇 

-自己診断モニタにで表示または 

圧と J 表示 

•ス I ''ーブの運転を停止 


♦停電したとさ 

♦電源プラグび抜けたとき 

〇 

-通電後自己診断モニタ rni 表示 
またはで引表示 
.ス I -ーブの運転を停止 


♦フィルタやストーブの前面びふ 
さびったとき 

♦ス I -ーブの前面に障害物などび 
あるとぎ 

〇 

-自己診断モニタ圧巧表示 
•ストーブの運輕を停止 


♦が気び室内に漏れ不完全燃焼防 
止装置び働いたとぎ 

-自己診断モニタ [7^ 点滅表示 
-自動的に消义 

• 不完全燃焼防止装置び連続しで4◎作動し 
「連続不完全燃麵知機制が 1いたとき 

-自己診断モニタ [7 方。点滅表示 
-自動的に消乂 

♦さらに不完全燃焼防止装置（不完全燃焼 
通知機能）び連続しで3回作動し再点义防止 
臟び働いたとき 

〇 

-自己診断モニタ胃点な表示 
-自動的に消义 
-再点乂できません。 


処置ちま 


♦ストーフ'の局囲や給気ホース- 
排気管の外れ-巧漏れなどの異 
常びないことを確認しでから再 
点义しでください。 

けす震自動消义装置はた動後白 
動的に t ットされます） 


♦ミ由タンクの送ミ由バルフ'が’閉じら 
れでいないか確認しでください。 
• ゴム製送油管に空気だまりびな 
いか確認しでください。 

♦ 定ミ由面器の安全装置びた動しで 
いないか確認しでください。 
•お買いずめの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス它ンター 
に修理を依頼しでください。 


• にでの場合、時計などのじット 
をしでから、点乂操作をしでく 
ださい。 

• 巧！引の場合、通電後点义操巧を 
しでください。 

• 電源プラヴを確認しでください。 


♦フィルタの掃除 （20 ページ参照） 
ストーブ'周囲の障害物を取り除い 
で < ださい。 

• お買いホめの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス t ンター 
に修理を依頼しでください。 


• 部屋の換気を十分にしでください。 
•肖掃管び外れでし、ないか、他の燃 
焼機器の影響を受けでいないか確 
認しでください。 


^♦部屋の換気を十分にしで、お買い 
巧めの販売店または、おおくのコ 
□ナサービスじンターに修理を依 
頼しでください。 


mm 


























































7 •その他の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処虐ちま 

排気 f 
( 

量巧け検知装置 

E 与 表示） 

• 排気管の接続部び外れたとき 
•排気管抜け巧知用リ ー ド線び外 
れたり、断線したとき 

-自己診断モニタ If 日1表示 
■ス 1 -ーブの運輯を停止 

♦給が気筒および排気管の接続部 
に、外れ-ゆるみびないか確認 
しでください。 

♦排気管抜け検知巧リード線のゆ 
るみまたは、外れ-のれびない 
か確認しでください。 

給扫惊筒本体 ねじ 


棘プ ^ 

臓離雌 舰リ-ド線] 

燃焼 f 

( 

g 送風機異常 
検出装置 
ら勺表示） 

• ◎転数が'異常にほ下したとぎ 
〇 

-自己診断モニタ1ら q 1表示 
■ス 1 -ーブの運転を停止 

♦お買い巧めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス t ンター 
に修理を依頼しでください。 

巧流用送風機異常 
検出装置 
(1 Ed 廣示） 

• 回転数が'異常に低下したとぎ 

• 自己診断モニタ1ら 3' j 表示 
■ストーフ'の運起を停止 

♦お買レ巧めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービスじンター 
に修理を依頼しでください。 

過電流防止装置 
(表示部全消な） 

♦内部配線のショートにより過電 
流び流れたとき 

-電流ヒューズびのれ、すべでの 
運転を停止 

♦お買い求めの販売店または、お 
近くのコ□ナサービス忆ンター 
に修理を依頼しでください。 

異萬 

馈ミ 

( 

温度検知装置 
がミスタ） 

が表示） 

•フイルタやストーブの前面びふ 
さびったとき 

•ストーブの前面に障害物などび 
あるとぎ 

ク 

• 自己診断モニタ1ら v j 表示 
■ストーフ'の運輯を停止 

♦フィルタの掃除 （20 ページ参照） 
ストーフ'周囲の障害物を取り除 
いでください。 

• お買レぶめの販売店または、お 
おくのコ□ナサービスじンター 
に修理を依頼しでください。 


mm 




































8 •曰常の点検-手入れ 


点検、手入れのとぎの注意 


点検•手入れは消乂後、ストーブび十分をえでから、必す電源プラグをコンじ 
ントから抜いで行つでくださし、。 

么ミちち参巧障•破損したら、使巧しないでください。不完をな修理は危険です。 

-参定期的 （2 年に1回程度）に点検•整備を受けでください。点検を受けすに長期間使用し続け 

ると、故障や事故の原因になりを険です。 


点檢、ミ入れの必要項§、時期、方る 


■周囲の可燃物（使巧ごと） 

注意 I ストーブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいをのを置かないでください。 

■ほこり（使用ごと） 

参ストーブにほこりび付いた状態で運転をしないでください。 

♦ス I ブ外観のほこりや';ちれは、乾いたやねらかい巧などできれいにふきとつでくださし、。 
シンナー-アルコール-ベンジンなどは使用しないでください。 

■泣漏れ • 巧のたまり•油のにじみ(使用ごと） 

♦置台-ミ由タンクにミ由漏れ-ミ由のたまりやミ由のにじみびないか、点検しでください。 

また、給ミ由の際にこぼれたなミ由はよくふきとつでください。 

参ミ由漏れびある場合は、お買いあめの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼しでください。 

■コ''ム製送巧管の点検•交換の目安（シ-ズンのネリめ） 

ミ主意 油タンクやゴム製送油管-接舍部-給油コックおよびストーブなどからのな油漏 
れびないことを巧認の上ご使用ください。 

C ^ im ) ゴム製送油管は、匡がで使巧しないでください。 

屋外での使用は禁止されでいます。 

ゴム製送油管は、経年変化しますのでまでかし巧げひび割れびないか点検し、 
ひび割れびあるときは交換しでください。交換の目まは、3年に1度です。 
交換は、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに依 
巧して < ださい。 


■油タンク（シーズンのネリめ、適時） 

♦ミ由タンク内に水やごみびたまっでいないか点検しでください。 

ミ由タンク内の水抜きおよび掃除は、ミ由タンク付属の取扱説明書に従って巧ってください。 

■給気ホース-が気管の点檢（シ-ズン初め•適時） 

•給気ホース-排気管の接続部び外れでいないか点検しでください。 

参給気ホースび排気管にあたっていないか点検しでください。 

■結露がの処理（適時) ( ぉ買ぃ贼)の販売店または、ぉ巧くの〕ロナサ-ビス11ンタ-1こ依頼にくださぃ。^ 

•給排気筒トップより結露水びたれることびありますび異常ではありません。 

•排気管に結露水びたまった場合は、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ン 
ターに点検を依頼しでください。 


mm 















8 •曰常の点檢•ま入れ 


点検、手入れの必要頂目、時期、ちま 


■給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 

么警告1給排気筒（管•ホース）び列れたまま使用しないでください。外れでいると運転中にが乃スび漏れで、を 
険です。 

么警告！積雪び多いときには、給が気筒トップの周りび雪でふさびれでいないことをお認しでください。 

•除雪は、給が気筒トップの周囲を常に 30 cmJ ^ 上あけで、風びよどまないようにしてください。 
•積雪や屋根から落ちた雪により、給排気筒トップびふさびれると燃'焼不良の原因になります。閱そく 
すると運お中にがガスが室内に漏れて、危険です。 


♦給が気筒およびトツプの同囲に障害物び置かれていないか、ときどき点検しでください。 

障害物び置いてある場合は、移動しでください。 

■給排気筒接続部のゆるみおよびトップの周囲の点検 （1 シーズン1〜2回) 

参給が気筒が'つまると、不完全燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び入ったり 
しでいるときは、必す掃除しでください。 

•給が気筒および、排爲管の接続部か'外れたり、が気管巧け検知リード 
線び列れたり、断線しでいないか点検しでください。 

♦給が気筒を一度取り列しで、再び取り巧けるとぎは、が気管の接続部 
内部にはめこんである0リンブび破損しでいなしか懼かめてください。 

破損しでいた場合は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナ 
サービス它ンターに交換を巧頼しでください。 


■定油面器のストレーナの掃除とが巧き（適時） 

お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでください。 ] 

♦定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。 

水やごみびたまると灯ミ由の流れを妨げで、十分な乂力び化なくなる場ちやな油び漏れる 
おそれびあります。 

シーズンに1〜2回（シーズン初めなど）には、お買いホめの販売店またはおおくのコ□ナ 
サービスじンターに掃除-点検を依頼しでください。 


給排気筒 



mm 














8 •曰常の点檢-手入れ 


■巧流用送風機のフィルタの掃除 （ ii に 1 回な上） 

•フィルタびごみやほこりで目ブまりすると送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表面 
温度び上昇する原因になります。〔過熱防止装置または表示サーミスタの働きで運転び停止す 
る場合びあります。〕 

運転を停止しでから、なのよラにス I -ーブ裏面のフィルタの掃除を巧っでください。 

1. 左図のよラにフィルタのと っで をつまんで矢 EP のよラ 
にフィルタを上に弓 I き化し、ストーブ背面から取り外 
しでください。 

2. フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取ってくだ 
さい。 

3. 掃除び終わりましたら、もとどおりじ取り付けでくだ 
さい。 


A ミ主意1 フィルタをがしたまま運乾しないでください。 

巧流用送風機のフィルタを外した状態で運転すると、カーテンなどを蓄さこんで义災になる 
おそれびあります。またまなどをふれるとけびをするおそれびあります。 

■地震などの災害が'発生したとさの点検についで 

•地震などの災害び発生し、ストーブに振動や衝擊び加わったときは、運転前に必すなの点検 
を巧って< ださい。 

•給排気筒まわりの外れ、漏れの確認 •機器の損傷点検 

• なミ由配管からの漏れ確認 

参点検で異萬び見つかった場合は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじン 
ターに修理を依頼しでください。 









9 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


■なのよラな現象は故障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度おおかめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

ネリめで使用するときやシーズンの初め 
に煙やにおいびでる。 

耐熱塗料やほこりが'焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

予熱点乂ちすのため予熱時間び約2分程度必要です。 

(予熱時間は室温によりをか変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ J や 
「カンカン」といラ音び'する。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 

運転開始時、「カツチカツチ」といラ 
音びする 

製品の機能上（1」レー音）であり異常ではありません。 


■使用中に異常びあったら、な表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナ 
サービスじンターにご連絡ください。※表示部に自己診断モニタび表示されます。 


現象 

原因 

巨！ 

蠢 

巧 

消 

乂 

广 -/ 
/ 1 

為 

乂 

し 

な 

い 

广つ 

/ / 

巧 

震 

作 

動 

广/ / 
/ / 

看過 
動熱 
防 
止 
装 
置 

''' -^ 

广广 

在気 
動管 
拖 
け 

接 

广つ 
1 / 

電 

li 

電 

r n 

t 1 ! 

嘉 

似 

火 
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電源プラグをコン亡ントに差し込んでいない 














強レ地震があった。または、ス1 -ーブに衝撃をちそた 



参 











送油バルフ''か‘閉まっている 

参 

参 












定油面器の安を装置が作動しでいる 

参 

参 












3' ム製送な管に空気だまりびある 

参 

参 












コ'ム製送;由管び巧れでいで、な-;由び流れにくし、。 

参 

参 












定油面器に水、ごみが入っている 

参 

参 












給が気筒の設置び富準通りでない。が気管び長すぎる 














巧流巧送風機のフィルタにほこりがたまった 




参 




参 

参 





給が気筒の工事が不適当なため}非気ガスを吸い込んでいる 

参 













ルームサーモ取巧け位置び悪い 














油漏れがある 














給排気筒接続部が外れでいる。 

が気管拖け横知用リード線端寺接続部がゆるんでいる 





参 









フレーム□ッドにすすびを量に巧着した 

参 






参 







長時間停電びあった （ 3 0砂]^上 -f ■/表示） 






• 








停電があった （ 5秒な上3 0秒未満- f 勺表示） 






参 








給排気筒トップ先端びおおわれでいる 

• 

• 












電源電圧 (AC1 00V)が低くなっでいる 














手動運輯(こなっている 














標高調整-延長調整がされでいない 














不完を燃焼防止装置が故障しでいる 










• 




室内に排気ガスび漏れた 











• 

参 

参 

















































9 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

% 

の 

他 

青おの中に黄色い炎（ホ义）び混じる 
炎の一部び揺ぐ 

異常ではありません。 

給が気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

外気温びほくなると、排気乃ス中に含まれでいる水分び凝結 
しで水讓気になるためで、異雷燃焼による白煙ではありません。 

なミ由ぎれの際に 一瞬 おび大きくなっでお义する。 

異萬ではありません。 

停電したときの再遇電直を（1?71また 
は If 引 表术）点火操たをすると、1ら 

1 E'-l 1表 W が出ることがある。 

停電によりス 1 -ーブの温度び一時的に上昇するためで、 
異常ではありません。 4 〜己おち去 P した後に、点火操作 
しでくださし、。 

放熱器の中央部び「色あいび変わって 
見える」、「白っぽくなっで見える」 
場合びある。 

使用しでいる特殊遠ホ外線塗料は、部屋の明るさや照日ち等 
の化に反射しで色あいび変化します。 

異常ではありません。ま必しでご使巧ください。 

「カチカチ」音がする。 

電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 


•巧のよラな現象のときは使用を中止し、ミ由タンクの送ミをバルブを閉じでお買いずめの販売店 
または、おおくのコ□ナサービスじンターにご連絡ください。 


現 象 

説 明 

置台に灯ミ由び漏れでいる。 

ゴム製送';由管の締付バンドび締まつでいなし、。 
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• 




コン t ントにお実に差し込む 










ス1-ーブの周囲や給気ホース-排気管の外れ-油漏れなどの異常がないこと 
を確認しでから点乂操作をする 










ちミ由バルブを開く 










定ミ由面器 l 」 t ツトボタンを押す 








• 


燃料のれのを意と空気拖さのちま （8 ページ）を参照しで空気抜きをする 








参 


ム製送油管の折れを直ず 








• 


お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 









参 

お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼する 










フィルタのほこりを掃陈®などで掃陈する 



参 

参 

参 




参 

お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼する 







参 



適正な位置[こ取り付け直す 




参 






お画い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼する 










お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 










お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに修理を依頼する 










設定室温、時刻などをじットしでから点乂操作をする 










再度点乂操作をする 



• 






• 

おおっでいるちのを取り除く 

参 

参 








ZL ミち意 「電気配線の確認 J (8 ページ）の内容を点巧する 







• 



白動運転にのり換える 



参 







工事説明書に従い調整を巧って<ださい 










お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 










直ちに部屋の換気をずる。 

「不完全燃焼防止装置 J (1 6ページ）の内客を点検する 



























































10 .定期点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに]回程度、シーズン終3後などに、点検を実施しでください。点検のごホ目談は、 
お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターちしくは修理資格者〔(財）曰本石 
油燃焼機器保守協含 （ TEL 03 — 3499 — 2928) で巧ラ技術管理講習ミ修3者（石';由機器技術管 
理±)など〕のいる店じごホ目談ください。 


愛情点検 

I 長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•油漏れびする。 

♦強い臭いびする。 

參運転かじ異常な音びする。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 

故障や事故の防止のため必す 
お買いホめの販売店または、 
おおくのコ□ナサービスじン 
ターにご連給ください。 

点検’修巧についでのご費届 
など詳しいことはお買い巧め 
の販売店または、おちくのコ 
□ナサービス亡ンターじご相 
談ください。 


11•部品交換のしかた 


■部品交換のとぎの注意 

( 之'注意） 不完全な修理、調整はち巧ですので、部品の交換、調奮が'必要の場さ 
には、お買い求めの販売店または、おおくのコロナサービスたンターちしくは 
修理資巧者〔(財）曰本石油燃 I 焼機器保守協をで巧ラ巧術管理講習を修3者 
(5 巧機器技術管理±)など）のいる販売店にご相談ください。 

部品交換はコ□ナ純正宜 P 品とご指定ください。 

♦コ□ナ純正でない部品を使用の場合には、本体の機能び損なわれたり、事故や故障の原因と 
なります。また、保証期間内であつでち本体の保証び受けられません。 

消耗-劣化しやずい部品 


I " 項目 

巧容 ] 

使用期間により交換が'必 
要な部品 

ノ\°ッキン類および〇リング（メンテナンス時分解した場合は必す 
交換び必要です。）-点乂ブラグ-フレーム□ッド-排気管接続 
用〇リング （P40 4 種 D) 

環境により劣化しやすい 
部品 

給排気筒系部品-各種制御畐板-燃焼巧送風機-巧流用送風機 
ガスじンサー-ゴム製送油管 

変質-不純な油の使用に 
より劣化しやすい部品 

フレーム□ッド-気化器-電磁ポンプ-定ミ由面器 

ノ 























12 •保管（長巧間使用しない場を) 


シーズン終3時などの長期間使用しないときは、曰常の点検•手入れの項 （18 〜 
20ページ）を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1•電源プラヴをコン它ントから巧いてください。 

A ま意 I 長期間使用しないときは、電源プラグを巧いでください。 

2 •巧タンクの送なバルフ''を閉じでください。 

3•フイルタの掃除をしでください。口 0 ぺ-ジ参照） 

4•本化のごみやほこりを取つでください。 

• 掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

5•本化をしめらせた巧でミちれを落としでから、からぶきしでください。 

6.ストーブはおがけたまま保管しでください。 

♦どうしでち取り外しで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場抓こ横倒しにしない 
よラおしまいください。 

♦巧シーズンに据付けるときには、必すお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス 
じンターに依頼しでください。 






13 •仕 



型式の呼び 

FF - AG 6812 H (暮本型す FF - AG 6810 H ) 

種 類 

気化す-強制給排気お-強制対流お 

点乂 ちす 

電気点乂す 

使 巧 燃 料 

なミ由 （ J に1号な';由） 

燃 焼 状 態 

最 大 

最 ル 

燃料消費量 

7.82 kW (0.760 L / h ) 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

発熱量 

28,150 kJ/h 

8,150 kJ/h 

熱効率 

87.0 % 

87.已 ％ 

暖房 出力 

6.78 kW 

1.98 kW 

標準適室 

温暖地 

木 造 29.5 m 2 (18 置）まで 

コンクリート 39.5 m 2 に4置）まで 

暮を地 

木 造 29.5 m 2 り8置）まで 

コンクリート46.0 m 2 に8置）まで 

外 形 寸 ま 

高さ 548 mm 幅 802 mm 奥行 284 mm (置台含む） 

苗 宜 

買 里 

25 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

最大消費電力（点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 34/39 W 

待機時消費電力 

1.0 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 40-3 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給が気筒の壁貨通部の别径 

伞 75 mm 

排 気温 度 

260° CJ ^ 下 

電流ヒューズ 

已 A •15 A 

安全装置 

巧震自颤肖火 gi ’点火鮮 g 置’隱麵 gi ’稿を娜娜膛置’賴ま錢置’ )1 熱防止装置 

その他の装置 

過電流防止装置-排気管巧け検知装置-異常温度検知装置 
燃焼用送風機異常検出装置-巧流巧送風機異常検出装置 

付属品 

給排気筒じット]組-給気ホース]個-前面刀ード1個-本 f 本固定金具 B 1 個 
コ''ム製送ミ由管締巧バンド2個-スリーブり固-取扱説明書-工事説日月書-所有者票 


備考）標準適室は、一般社団法人•曰本ガス石ミ由機器工業含の賃定冨準によります。 
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14•アフターサービス 


■保証について 

参このコ□ナ密聞す石ミ由ス I フ'には保証書が'ついでいます。（裏表紙に印刷されでいます。） 

保証書は、必ず「お買いあげ曰•販売店各」などの記入をお確かめのラえ、大のに保管しでくだ 
さい。 

参 保証期間は、お買いあげ曰から^年間（本体）です。（燃焼部分は3年間） 

参なのよラな原因による故障および、事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しで 
ください。 

• 変質'灯油や不純'灯油などの不良な油、またな油!^外の燃料使巧による故障や事故。 

•誤った使巧ち法による故障や事故。 

■修理を依頼されるとき 

参 「故障•異常の見分けちと処置ちま」に1 ‘22ページ)の頂に従ってお調べください。直らないときは、 
ご使用を中止し、必ず電源プラヴを巧いでから、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービ 
ス亡ンターにご連絡ください。 

参 ご連絡いただぎたい内容は巧の通りです。 

①品名②型なの呼び③お買いあげ曰④故障状;兄(できるだけ具体的に）⑥ご住所’ご氏名’お電話番号 
•品各、型式の呼びは取扱説明書(保証書)をごらんください。 

参 修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定にがっで巧料修理さ 
せでいただきます。 



ント配線板端さ配置図 
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14 •アフターサービス 


参修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間のであれば保証書の規定に従って無料修理さ 
せでいただきます。 

参ご不明な点や修理に関するごホ目談は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンタ 
一にお問い合わせください。 

■保証期間が過ぎているときは 

•お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターにごす目談ください。修理じよって使巧でさる製品につい 
ではお客様のご要望じより有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•6 ミ由ストーブの補修巧性能部品（機能を維持するためじ必要な部品）のな有期間は製造なちのり後7年です。 


巧•据巧け•移設 

r おがけ-移設工事は販売店に依頼する 


据巧けや移設工事は販売店または据巧業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


おなけ場所の選定及び標準おがけ例 


据巧けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する按術畐準など法ちの富準びあります。 

工事説明書のけきにを意しでいただきたいこと(安全のために必すお守りください)」をお読みになり、 
販売店または据巧業者とよくごす目談しでください。 

また、「標準据付け例"こついでは、下図を参照しでください。 




標準おがけ例 


ストーブの据付けは下図を満足させる位置に取り付けでくださし、。 



•:こ巧燃物-；- 


© 


45cm 
が上 


45cm 

社 


巧燃物 


標準据付け例 


♦側ち障害物は、両側にあってちよいび'給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm が上とっで 
ください。 

参前ちにおや建物びある場合は給排気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cmJa ^ 上離し、かつ上ち 
および両側ちに気流を阻止する障害物び'ないよラにしでください。 

♦給排気筒下面は化面から 30 cm な上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給が気筒巧 
端び雪でふさびれるおそれのない高さを確保しでください。 

♦雪の多い地ちでは、最高積雪面より 50 cm む上離れる場所に、給排気筒を取り付けでください。 























































15 •据巧け•移設 


〔マントルピースなどに設置する場含のス I ''ーフ'周囲寸法〕 



を注意） 

参テレビやラジオから1上離しでください。 

•熱に弱いカーペットや巧の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 
垂木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである場所に 
給排気筒を通すときは、それらの金属部に接しないよラに電気的絶縁をしでください。 
•壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線-ガス-水道の配管にあたらない場所を還 
んでください。 

参点検-手入れのためストーブ在ちの離隔距離は、 20 cmm 上にしでください。 
♦可燃物までの離隔距離を示しでいますび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場合 
ち離隔距離をとつでください。 


給が気筒を延長する場さの注意 


•給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 巧びりしツ下で取り付けられる場所を還定しでください。 
参標高1 300 m 〜1 500 m で使用する場ちは、1 .5 m 3 巧びりな下で取り付けられる場所を還定 
しでください。 


積雪地区における注意 


參給が気筒トップび雪でふさがれない揚巧に設置しでください。落雪により給排気筒トップびふさ 
が'れたり破損するおそれのある場所には設置しないでください。 

また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで異常燃焼を起こすことびあります。 


お巧け後の確認 


おはけび終わりましたら、ちラー度、工事説日月書の「特に'ま意しでいただきたいこと(ちをのために必すお守りくだ 
さいりをお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいるかどラかを確認しでくださし、。 

■前面ガードの取が方法 

•ストーブ設置の際は必す同価の前面ガードを正しく取巧けでください。 

参燃焼中や激離はスト-ブ獅び飄となり、やけどのむそれびあります。麵ガ-ドは鮮目附けでください。 

〈取巧けちま〉 

♦取巧けの際はストーブや前面ガードにキブ等を付けないよラ、取あいには十分';主意しでください。 













































15 •据巧け•移設 


■前面ガードはストーブの背面に同個されています。下図のよラに取付けてくださし、。 


<突起 ^ 

I 乂巧付け時は 
R 要起のある方 
^び下側になの 


前面方ード 



の國の巧に前面ガードの 
上側（だち）を片方ず 
つ差し込みます。 
差し込み時はキブをが 
けやすいので、巧巧 
いには十分を意して 
ください。 

屬前面ガードを止まるまで 
上に持ち上げます。 


質國の巧に前面方ードの 
下側（左ち）を差し込 
みます. 


上刚の巧 
(左ちち y まず) 


じなのます 


取巧けは 

こちら測を」！にしまず 



下脚の穴(左ちあ LJ まず) 


試運乾 


試運輯は販売店または据付業客とご一緒に必す行つでくださし、。 

■運穂準備 

を意1電源プラグはコン它ントに根巧まで巧実に差し化んでください。 

隹ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気}友ぎをしでください。 (8 ページの燃料のれのま意と空気巧さのちまを参照しでください。) 
参送';を経路やス I ブより;あ漏れびないか確認しでください。 

♦前面ガードび取付けであることを確認しでください。 

参定油面器を它ットしでください。 （8 ページのまを装置の t ット、取扱上のを意を参照しでください。） 



① 運転スイッチを押しで「入 J にする 

♦"点乂します"の音声と同時に「運质中」表示び点滅します。 

参「自動」表示じなります。 

参予熱び完3すると自動点乂し、その後「運転中」表示び点なじ変わり温風びでます。 

② 異常びなければ自動/ま動ボタンで、自動運転から「ま動」にしま 
す。表示部に乂力びグラフ表示されます。乂力調節を乂力設定ボ 
タン「一」 「+ J で「1^2^3^4^5^6」に設定しで乂力を確認し 
でください。（各乂力で1分]^上確認しでください。） 

參炎の状態は、青い炎のかにいくらかの黄色い炎びまじってち異常ではありません。 


③炎の確認び'終了したら、自動/ま動ボタンで自動運転に戻しでく 
ださい。 

国消义のま順 ①運転スイッチを巧して「の J にする 



♦ "消乂します"の音声と同時に表示部は時刻表示のみになります。 
♦消义後は本体の部び;ち却するまで送風を継続し、約10分後に燃焼巧送 
風機-巧流用送風機び停止し全での表示び消なします。 


参長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運転」の手順にしたびい、試運輯を巧ってください。 


么ミち意初めでお使いになるときのを意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼きなくまで煙と臭いび化ます。 

しばらくの間、窓をあけで部屋の換気を行ってくださし、また、小鳥やル動物などじ影響する場合び考えられ 
ますので、この間は部屋に入れないでくださし、。 

♦お部屋の窓(給が気筒トツプ取巧け場所より離れた所）をかし開け、半曰から1曰程度「大乂力」 

運乾をしでください。 






















































































名古屋市熱田区桜田町 16-11 
岐阜市六条南 2-7-8 
詩岡市駿巧区高松 2-15-30 
沼津巿西椎路88扫 -1 
津市高茶屋 3-29-38 
名古屋巿熱田区桜田町 16-1 1 


〒4己 6-0004 
〒己00-邑3己8 
〒422-8034 
〒410 -0303 
〒己 14-0819 
干 456-0004 


TEL (0 已 2)746-6600( 代表) 
TEL (0 已 8)268 —7己己5(代表) 
TEU 0 已 4)23 呂一000已(イで表) 
TEL (0 己 5)968— 6210(代表) 
TEL (059)234-8471( 代表) 
TEL (0 巳 2)746 —白603(代表) 


九州地区 


吹田市南金田1 -8-47 干巳己 4-0044 

彦根巿正法寺町南出78 〒 522-0024 

京都市伏見区竹田段川原 町 21 ] 〒612-目414 

福知山市荒ミ 巧 東町6呂 干620 -0061 

巧戸市函区枝吉已 -1 32 干6己 1-2133 

高松市今里町]- 8-5 〒760-0078 

松山市西垣生町780 -3 〒7 日1 -8044 

吹田市南金田1 -8-47 干已己 4-0044 


T 巨 L (06)6380-21 11(代表） 
TEU 074 白) 24-6239( 代表） 
TEL の7已 )643 -吕002(代表） 
TEL (0773)22-0 S 27( 代表） 
T 巨 L (07 呂 )922 —2431(イす表） 
T 巨し(〇呂 7) 扫3巳一1711(代表） 
TEL (089)9 白8—73己1(代表） 
T 巨 L (06)6386 —已670(代表） 


FAX (06)638 目一72巨2 
FAX (0749)2 己一211白 
FAX (07 己)白43—0870 
FAX (0773)23-7 己92 
FAX の 78)922-2438 
FA ><(087)83 己一01己0 
FAX (08 g)S 曰 8-73 己3 
FAX (0 目)巨386—己588 


FAX (048)6 巳 1-6370 
FAX (029)241-4268 
FAX の 29)83 目一1目13 
FAX (028)632 —已20已 
FA ><(027 曰)38—己已〇扫 
FAX (027)361- 曰139 


関東地区 


福岡市博を区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

化九州市ル倉化区愛若 2-6-4 干803 -0828 

長崎県西彼巧郡時津町左底郷ぉ田 74- 1〒851 -2 106 
熊本巿尾ノ上 1-11-12 干8巨2-日目] 3 

大分巿兰佐 1-19-7 〒 870-0 108 

冨崎巿霧島3-己 9-2 干 S 80-0032 

鹿お島市田上 7-16-5 〒8日0-0日34 

福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 


T 巨 L (092)474 —己771(代表） 
T 巨 L (093) 己92—8巨11 ( 代表） 
T 巨 L (09 己)882—7710(代表） 
T 巨 L (09 巨)367—7361 ( 代表） 
TEL (097) 已23—已1色1(代表） 
TEL (0985)29- 1680(代表） 
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FAX の 99)2 引一に52 
FAX (0 日 2)474-64 14 


東海地区 


近畿* 
四国地区 


さいたま市化区宮原町1 -674-2 干331 -08 12 

水戸市笠原に r 己已 3-2 干31 0-0852 

つ < ば‘市谷田自 G 6788- 19 〒30己-0861 

宇都宮市藥瀬町2313 干321 -0933 

太田市高林東田:[237巳 干 373-082 已 

高崎巿問屋町西1 -3-22 干370 -0007 

東京都：!ヒ区豊島 8-4-8 干11 4-0003 

立り I 市高お町1 -22-3 〒1日 0-00 11 

松戸市高塚新田9日-日 〒270-2222 

横お市戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 干24己-00日3 

山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 〒4日 9-3866 
東京都:]ヒ区豊島 8-4-8 干11 4-0003 


TEL (048) 巨己1一1722(代表) 
TEL (02 日)241 -2 172(代表) 
TEL (029)839 —己32己(代表) 
T 巨し (02 扫)已32—已1〇已(代表) 
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TEL (027)36 1-4806(代表) 
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TEL (042)519- 


-1 1已1(代表) 
-己271(代表) 


TEL (047)31 2—呂330(代表) 
TEL (04 己)目已2—400目(代表) 
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店 
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巧 

酒田巿錦町 1-183-1 

干 998-0 103 
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所 
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南東化地区サービスセンター 

仙台市き城野区曰ノ出町1 -7-31 

干 983-003 己 


淵!雲 


沖縄地区 


沖縄営業所宜野湾市宇地お738 

シーサイド-パーク102 


干901 -2227 TEL (098)897 —已日77(代表） FAX (098)897 —己679 


15121102 


株ぶちな 


干9己日-8日10新漏県互条市東新保7 -7 
TEL (02 已 6) 32-21 11 くイ表> 
ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 


中国地区 
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ま 
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お客様ご相談お □ 


〔お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認 
の上、お買いあげの販売店または下記のご相談窓□に 
ご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□に 
ご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合びありますのでご了承 
ください。 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 

画0120 -919-302 
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石油ストーブ保証書 
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電話 ( ) — 



★お買いあげ日 

年月 曰 

保 

証 

期 

間 

本体 . お買あげ曰より1年 P 日う 

燃焼部分 . お買あげ曰より3年 P 日1 


本書は、本書記載の客で無料修理を行ラことをお約 
束するちのです。 

お買いあけの曰から左記期間中故障が発ちした場合 
は、本書をご提示の上、お買いあげの販売店に修理を 
ご化頼ください。 

参ご販売店様へ 

お買いあげ曰、責店各、住所、電話番号をご記入 
の上 （★ ED 欄に記入のない場合は、無効となり 
ます）、本書をお客様へお渡しくださし、。 


住所•店名 


販 

売 

ち 


電話 （ ） 


•お客様へお願い 

お寺数ですび、ご住所、お咨前、電話番号をわかりやすくご記入ください。 

販売店の記載がないときは、それを証日月する領収書などび必要となりますので、一緒に保管しでください。 

《無料修理規定》 

1. 取あ説明書、本体おはラベル等のを意書に従った正常な使用状態で保証期間かじ故障した場合じは、お買いあげ販売店び 
お料修理致します。 

2. 保証期間巧に故障しで無料修理を受ける場合は、本書をご提示の上、お買いあげの販売店に依頼しでください。なお、離島 
および離島に準する遠隔地への出張修理を行った場合じは、出張に要する実費を申し受けます。 

また、本品を直接送付される場合の送料は、お客様の負担となります。 

3. ご転居の場合は事前にお買いあげ販売店にごホ目談ください。 

4. ご事情により、本保証書に記入しであるお買いあげ販売店に修理びご巧頼でさない場合じは、コ□ナお客様ご相談窓□を 
ご覧の上、お近くの窓□にお問合せください。 

5. 巧の場合には保証期間内でち有料修理となります。 

(イ）使巧上の誤りおよび不当な修理や改造じよる故障および損傷 
(□) お買あげをの取巧場所の移動、輸送、落下等による故障および損傷 

(ノ \)义が、地震、水害、落雷、その他の天変地異、公害および、変質に';由、不純なミ由、異質'油(な';由外のミ由又は混入）による巧 
障および損傷 

(こ)業務巧としでの使庙、車両、船舶への搭載など一般家庭届]^外に使届された場合の故障および損傷 
(ホ)本書にお買いあげ年月曰、お客様名、販売店各の記入のない場合、あるいはき巧を書き替えられた場合。通信販売なの 
でご購入したときは、商品の送り状 • 領収書などの提示がない場合 
(へ)本書の提示びない場合 

( 卜)点検整備、および消耗品 (0 リンブ、各種ノ '^ソキン類、コ’厶製送'油管)の交換をされる場合 
(チ)定期点検の費用 

6. 本書は日本国内(こおいでのみ有効です。 This guarantee is valid in Japan only , 

7 . 本書は再発行致しませんので紛失しないよラ大切に保管しでください。 


修理メモ 


X この保証書は本書にお示し t 期間、条件のちとにおいで無料修理をお約まするちのです。 

従ってこの保証書じよって保証書を発行しでいる害(保証責任ち）、およびそれな外の事業害になするお客様のる律上の権利を制限ずるちのでは 
ありませんので、な証期間経過後の修理などじついでご不おの揚合は、お買いあげの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ にお問含せ 
くださし、。 

X 保証期間経過後の修理、補修苗性能部品の保有巧間じついで詳しくは取扱説 B 月書(本書26ページに記載)をご覧くださし、。 

X アフターサービスや製品じついでのお問い合せは、お買いあげの販売店または、お旧くの〕□ナお客様ご相談窓□(本書30ぺージに記載）にお問 
い合わせください。 

V _ y 


な巧ちな 3 U # 

〒日巳日- 8 日 1 日新漏県=条市東新保 7 -7 
TEL (0256) 32-21 11 く代表〉 
ホー ムぺ ージ httpV/www.c 日 r 日 na.co.jp/ 
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